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Fig．4　137Cs　and　goSr　Contents　in　Grass　Samples　lnvestigated　in　1995－2008
Wakkanai，　Horonobe，　Esashi，　Sarufutsu，　Tomamae，　Teshio，　Toubetsu　and　Yuni；2006－2008
Footnotes　e，＊＊，＊＊＊）are　the　same　as　shQwn　in　Fig．2．
Table　3　　137Cs　and　goSr　Contents　in　Feeds
Collected　　　　Ash　　　　　K　　　　Ca
　date　　　　g－ash／kg　　g－K／L　　g－Ca／LBq kg
137Cs
Bq／9－K Bq／kg
9。Sr
Bq／9－Ca
Wakkanai　’0606．14
Horonobe　　’0606．14
Sarufutsu　　　　’07　06．12
Esashi　　　　　’0706．12
Tomamae　　’0806．10
Teshio　　　　’0806．11
44．80
49．9
25．36
47．44
52．55
51．81
7．75
7．65
5．81
10．11
7．97
9．30
5．44
7．45
3．26
6．15
8．06
6．11
0．087±0．023
0．090±0．026
0．133±0，0！7
0．086±0．026
　　ND
O．087±0．026
0．011±0．003
0．012±0．003
0．023±0．003
0．008±0．003
0．009±0．003
0．343±0．033
0．432±0．035
0．728±0．032
0．295±0．032
0．395±0．038
0．338±0．040
0．063±0．006
0．058±0．005
0．224±0．010
0．048±0．005
0．049±0，005
0．055±0、007
ND：〈the　detectable　leve1（0．08　Bq／kg）
5．牛乳中の放射性核種濃度
　調査期間内に採取した牛乳についての，灰分，比重，K，
Ca，137Cs，90Srの測定結果をTable　4に示す．牛乳中の
137bsと90Srの濃度はそれぞれND～0．151　Bq／L，
0．022～0。037Bq／しであった．また，1995～2005年の調
査結果とあわせてFig．5に示す．2007年の文部科学省の
全国調査2）では，137Csと90Srの濃度の最大はそれぞれ
0．5Bq／L，0，035　Bq／しであり，今回の調査で最も高かっ
た値も日本における通常の範囲であった．
　今回の調査で137Csの濃度が最も高かった牛乳の預託実
効線量を算出した．預託実効線量は，食品摂取後，長期間
にわたって人体が受ける内部被ばくの影響を評価する基準
で，摂取後の50年間に受ける量を最初の1年間で受けた
として見積もる．
預託実効線量（mSv）＝0．001×m×d×p×a×f1×f2
　m：飲食物摂取量（g／日）
　d：摂取日数（日）
p：実効線量係数（mSv／Bq）
a：放射能濃度（Bq／kg）
f、：市場希釈係数
f、：調理等による減少補正
　対象とする食品の1日当たりの摂取量（牛乳：95．1g／
日）9）と摂取日数（365日），国際放射線防護委員会ICRP
で核種ごとに計算されている実効線量係数（137Cs：1，3×
10－5mSv／Bq）10）及び測定した放射能濃度（0．151　Bq／L，
比重1．035より1．46×10－4Bq／g）から，預託実効線量は
6．6×10一‘mSvと算出された．これは，我々が自然界から
1年間に受ける線量である2．4mSvの約1／36000程度の
線量である．
　今後は十勝，上川・空知，日高・胆振地域の調査を実施
し，北海道全域にわたる平常時の大気の放射線量率の分布
及び環境試料中の137Cs，90Sr等の分布図を作成する予定
である．
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Tab［e　4　137Cs　and　goSr　Contents　in　Cow’s　Milk　Samples
Collected　　　　Ash　　　　　K　　　　　Ca
　date　　　g－ash／kg　　g－KIL　　g－Ca／LBq
L37bs
Bq／9－K Bq／L
90rr
Bq／9－Ca
Wakkanai
Horonobe
Sarufutsu
Esashi
Tomamae
Teshio
Iwamizawa
Higashikagura
Yuni
　〃
Toubetsu
　〃
’066．14
’066．14
’076．12
’076．12
℃86．！0
’086．11
’066．8
’066．9
℃76．6
’086．3
’076．6
’086．3
7．13
7．38
7．57
7．23
7．55
7．50
7．32
7．58
7．61
7．54
7．28
7．43
1．41
1．56
1．56
L52
1．55
1．54
1．42
1．49
1．69
1．57
1．49
1．54
1．10
1．09
1．43
L43
1．18
1．21
0．042±0．006
0．151±0．007
0．040±0．006
　　ND
　　ND
　　ND
　　ND
　　ND
　　ND
O．026±0．005
0．027±0．006
　　ND
．030±0．004
．097±0．005
．025±0．004
．017±0．003
．018±0．004
．027±0．004
．025±0．004
．027±0．003
0．022±0塾003
0．037±0．004
0．028±0．004
．024±0．004
．023±0．003
，019±0．002
』16±0．002
．032±0．004
．023±0．003
ND＝〈the　detectable　level（0．02　Bq／L）
一lnot　measured
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Fig．5　137Cs　and　goSr　Contents　in　Cow’s　Milk　Samples　investigated　in　1995－2008
　Wakkanai，　Horonobe，　Esashi，　Sarufutsu，　Tomamae，　Teshio，　Toubet＄u　alld　Yuni；2006－2008
　Footnotes（牢，＊＊，＊＊＊）are　the　same　as　shown　in　Fig．2．
要 約
　2006～2008年に宗谷・留萌地域を対象地として空間放
射線量率，環境試料（土壌，牧草，配合飼料，牛乳）の放
射性核種含有量を調査し，以下の結果を得た．
1．牧草地における空間放射線量率は20～55nGy／hで
　あった．
2．牧草地における土壌中の137Cs濃度は0～5cmと5
　～20cmの深さで，それぞれND～0．62　kBq／m2，　ND
　～2．85kBq／m2であった．
3．牧草の137Cs及び90Sr濃度は，それぞれND～0．794
　Bq／kg，0．093～0．216　Bq／kgであった．
4．配合飼料中の137Cs及び90Sr濃度は，それぞれND～
　0．133Bq／kg，0．295～0．728　Bq／kgであった．
5．牛乳中の137Cs及び90Sr濃度はそれぞれND～0．！51
　Bq／L，0．022～0．037　Bq／しであった．
　これらの値は，これまでの調査や全国調査と同程度で
あった．
稿を終えるにあたり，本調査にご理解とご協力を賜りま
した関係各位に対して深謝いたします．
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